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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における国内経済は、引き続き個人消費の伸びは緩慢であったものの、企業業績は堅調

さを持続しており、雇用情勢や広告費支出などに回復基調が見られ、概ね順調な推移となりました。一方で、国際経

済は、米国が 12 月に９年半ぶりの利上げに踏み切ったことで、為替相場への影響や、原油を始めとした商品市場の

下落など世界全体の景気に与えるインパクトが懸念されるようになってきました。また、欧州では引き続きギリシャ

等の債務国の財政問題や中東からの難民問題などＥＵの結束力を試すような事態も生じており、国際経済は今後も一

層予断を許さない状況にあると考えられます。 

こうしたマクロ経済の状況のもとで、当社グループを取り巻く経営環境は、新設住宅着工数、民間設備投資などは

比較的堅調に推移したものの、当社事業分野に関わる国内市場における競争はまだ緩和されておりません。また、公

共投資の減少や原油安がある一方で、原材料価格は円安によってなお高止まりの状況が続きました。 

このような環境のもと、当社グループは平成 27 年５月に新たに策定いたしました「新中期経営計画 2017」のもと

で、基盤事業であるガス・水道メーターでの収益性改善、民需センサー・システム分野での優位性を見極めた市場戦

略、グローバル市場へのさらなる拡大、経営力の強化といった重点施策の取り組みを進めております。 

そうした外部環境の中で、当第３四半期連結累計期間の当社の連結業績につきましては、家庭用プロパンガスメー

ターの需要回復などのプラス要因はありましたが、水道関連機器の輸出減や水道メーター選別受注の影響などにより、

売上高は、前年同期比 1.2％減収の 283 億３千１百万円となりました。また、利益面につきましては、選別受注によ

る採算性の向上や固定費削減施策の効果で販売費及び一般管理費が減少したこともあり、営業利益は前年同期比

60.4％増益の４億６千１百万円となりました。経常利益は、為替差益が縮小した影響により前年同期比 8.0％減益の

６億４千９百万円となりましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益は税負担の軽減などにより、前年同期比

8.5％増益の４億４千７百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における四半期連結貸借対照表の前連結会計年度末比増減は以下のとおりとなりま

した。 

流動資産は、24 億１千４百万円減少し、230 億１千９百万円となりました。これは、製品が７億８千２百万円、仕

掛品が７億９千６百万円それぞれ増加しましたが、売上債権の回収が進み、受取手形及び売掛金が 28 億６千２百万

円減少したことなどによります。固定資産は、９億６千１百万円増加し、191 億７千３百万円となりました。これは、

主に有形固定資産が５億７百万円増加したことなどによります。この結果、総資産は、14 億５千３百万円減少し、

421 億９千２百万円となりました。 

負債は、17 億１百万円減少し、202 億８千４百万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が６億６千５百万

円減少したことや、未払法人税等が４億４千９百万円減少したことなどによります。 

純資産は、配当金の支払いはあったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上や、退職給付に係る調整累

計額が１億７千７百万円増加したことなどにより、２億４千８百万円増加し、219 億８百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 27 年５月 11 日の「平成 27 年３月期 決算短信〔日本基準〕

（連結）」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成 25 年９月 13 日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株

主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半

期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っており

ます。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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